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鳳
風
山
に
お
け
る
構
造
土
の
観
察
と
実
験

小

時

爾

は

じ

め

に

一
九
五
五
年
、
風
凪
山
で
構
造
土
を
発
見
し
た
。
そ
の
後
、
北
海
道
、
東
北
、
中
部
地
方
の
山
地
を
歩

い
て
、
各
地
で
、
多
数
の
構
造

土
を
観
察
し
た
。
そ
の
間
、
定
期
的
な
観
察
と
実
験
を
行
な
い
や
す
い
場
所
を
物
色
し
た
が
、
適
当
な
場
所
が
な
か
な
か
見

つ
か
ら
ず
、

結
局
、
鳳
厘
山
の
薬
師
が
岳
に
き
め
た
。
こ
の
よ
う
な
定
期
的
な
観
察
と
実
験
を
行
な

っ
た
の
は
、
わ
が
国
で
そ

の
よ
う
な
試
み
が
行
わ

・
53

れ
た
例
が
少
な
く
、
外
国
で
も
、
最
近
よ
う
や
く
そ
の
よ
う
な
報
告
が
ふ
え
て
き
た
ば
か
り
だ
か
ら
で
あ
る
。
構

造
土
の
成
因
を
明
ら
か

に
す
る
上
に
、
こ
の
よ
う
な
観
察
と
実
験
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。

一
九
五
六
年
十

一
月
か
ら
、
榎
本
佳
弘
、
斎
藤
隆
、
篠
崎
介
二
の
諸
君
と
共
に
観
察
を
始
め
、

一
九
六
四
年
六
月
末
ま
で
に
、
現
地
を

十
度
以
上
訪
ず
れ
た
。
観
察
お
よ
び
実
験
と
い
っ
て
も
、
ほ
と
ん
ど
道
具
ら
し
い
道
具
は
な
く
、
そ
の
方
法
を
詳

し
く
記
述

し

た
論

文

も
、
当
時
は
見
当
ら
な
か
っ
た
の
で
、
ご
く
簡
単
な
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
粒
度
分
析
は
、
東
京
大
学
地
理
学
教
室
の
設
備
を
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

心
な
い
登
山
者
に
、
実
験
地
を
荒
ら
さ
れ
た
り
は
し
た
が
、
多
少
な
り
と
も
成
果
を
上
げ
得
た
の
は
、
上
記
の
方

々
の
協
力
が
得
ら
れ

た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
岡
山
俊
雄
教
授
に
は
原
稿
を
読
ん
で
い
た
だ
き
、
種

々
御
批
判
を
い
た
だ
い
た
の
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表

す
る
次
第
で
あ
る
。

風
凪
山
の
構
造
土
分
布



鳳
園
山
は
、
南
ア
ル
プ

ス
の
北
東
端
附
近
に
あ
る

一
群
の
山
峰
の
総
称
で
あ

っ
て
、
主
峰
の
観
音
が
岳

(
二
、

八
.四
〇

・
九

メ

ー

ト

ル
)
を
ほ
ぼ
中
央
に
、
そ
の
北
西

に
地
蔵
が
岳

(二
、
七
四
〇
メ
ー
ト
ル
)
、
南
東
に
薬
師
が
岳

(
二
、
七
六
ニ
メ
ー
ト
ル
)
お
よ
び
砂

払
い
・
(約
二
、
七
三
〇
メ
ー
ト
ル
)
が

一
直
線
に
並
ん
で
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
山
頂
は
、
花
歯
閃
緑
岩
の
尖
峰
、
あ
る
い
は
そ
の
塊
状

の

露
出
を
な
し
て
い
る
。

シ
ラ
ビ
ソ
帯
は
、
砂
払

い
か
ら
南

々
東

に
延
び
る
尾
根
で
約
二
、
六
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
観
音
が
岳
頂
上
か
ら
西
方
に
派
出
す
る
尾
根
で

は
約
二
、
七
五
〇
メ
ー
ト
ル
で
終
る
。
喬
木
限
界
を
真

の
森
林
限
界
と
す
る
な
ら
、
こ
の
シ
ラ
ビ
ソ
帯
が
そ
れ
に
相
当
し
、
鳳
厘
山
の
西

斜
面
に
お
け
る
そ
の
高
さ
は
、
約

二
、
六
五
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
、
七
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
間
に
な
る
。

ハ
イ
マ
ツ

・
ダ
ケ
カ
ン
バ
帯
の
限

界
は
、

こ
の
森
林
限
界
よ
り
も
八
○
～

一
〇
〇
メ
i
ト
ル
高
く
、
観
音
が
岳
と
薬
師
が
岳
と
の
鞍
部
、
薬
師
が
岳

と
砂
払

い
の
鞍
部
、
観

音
が
岳
と
地
蔵
が
岳
と
の
鞍
部
、
風
下
に
当
た
る
東
斜
面
な
ど
は
尾
根
上
に
ま
で
達
し
て

い

る

が
、

風
上
の
西
斜
面
で
は
、
多
く
の
場

合
、
稜
線
か
ら

一
〇
～

二
〇
メ
ー
ト
ル
下
方
を
、
稜
線
に
ほ
ぼ
平
行
し
て
走

っ
て
い
る
。

ハ
イ
マ
ツ

・
ダ
ケ
カ

ン
バ
帯

の
上
方
に
は
、
砂

礫

に
お
お
わ
れ
た
禄
地
が
拡
が

っ
て
い
て
、
嫌
雪
催
の
高
山
植
物
が
わ
ず
か
に
み
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

マ
　

構
造
土
は
、
観
音
が
岳
か
ら
薬
師
が
岳
を
経
て
砂
払
い
に
至
る
問
の
、
西
側
斜
面
上
部
に
拡
が
る
こ
の
裸
地

に
発
達
し
て
い
る
。
観
音

5

ガ
岳
以
北
に
は
構
造
土
は
見
当
ら
な
い
。
そ
こ
は
岩
体
の
露
出
が
多
い
痙
せ
尾
根
で
、
砂
礫

に
お
お
わ
れ
た
禄
地
は
少
な
く
、
そ
の
上
、

登
山
者
が
ふ
み
つ
け
る
た
め
に
、
構
造
土
が
発
達
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
構
造
土
の
下
方
限
界
は
、
観
音
が
岳

付
近
で
約

二
、
八
○
○

メ
!
ト
ル
、
薬
師
が
岳
頂
上
付
近
で
約
二
、
七
四
〇
メ
ー
ト
ル
、
そ
の
南
約
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
約
二
、

七
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
砂

払
い
で
約
二
、
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
構
造
土
の
下
限
が
、

観
音
が
岳
か
ら
南

へ
向
5

に
し
た
が

っ
て

低
く
な
る
の

は
、
稜
線
そ
の
も
の
の
高
度
が
、
観
音
が
岳
か
ら
南
下
す
る
に
つ
れ
て
低
下
す
る
か
ら
で
あ
る
。
前
述
の
ご
と
く
、

ハ
イ
マ
ツ

・
ダ
ケ
カ

ン
バ
帯
の
上
限
は
、
稜
線
か
ら
ほ
ぼ

一
定
の
距
離
を
保

っ
て
走

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
稜
線
が
高
く
な
れ
ば

ハ
イ

マ
ツ

・
ダ
ケ
カ
ン
バ
帯

の
上
限
も
高
く
な
り
、
稜
線
が
低
く
な
れ
ば
そ
の
上
限
も
低
く
な
る
。
構
造
土
の
下
限
は
、
砂
礫
露
出
地
の
下
限

に

一
致
し
、
こ
れ
は
ハ

イ
マ
ツ

・
ダ
ケ
カ
ン
バ
帯

の
上
限
と
も

一
致
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
稜
線
の
高
度
が
高
け
れ
ば
構
造
土
限
界
も
高
な
り
、
稜
線
が
低

く
な
れ
ば
構
造
土
限
界
も
低
く
な
る
。
た
だ
し
、
構
造
土
限
界
は
、
稜
線
の
低
下
に
つ
れ
て
無
制
限
に
低
く
な
る
わ
け
で
は
な
く
、

ハ
イ

マ
ツ

・
ダ
ケ
カ
ン
バ
帯
が
尾
根
に
達
す
る
と
こ
ろ
で
止
ま
る
。

こ
の
高
さ
は
、

本
地
域
で
は
砂
払
い
の
約
二
、

七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ



る
。

ハ
イ

マ
ツ
帯

の
上

限

お

よ
び

構

造

土
現

象

が
、

わ

が

国

で

は

一
種

の
山

頂

現

象

と
見

な

さ

れ

る

こ
と

は
、

か

つ

て
論

じ

た

こ
と

が
あ

(注
}
、
二
)

る
。

A

地

点

で

の
観

察

薬

師

が
岳

頂

上

付

近

で

、
構

造

土

が
特

に
見

事

に
発

達

す

る

二
地

点

A

・
B

を

え

ら

ん

で
、

一
九

五

六
年

か

ら
観

察

を
続

け
、

若

干

の

(注
三
)

実

験

も

あ

わ

せ

て
行

な

っ
た
。

A

は

次

の
よ

う

な

所

で
あ

る

。

薬
師

が

岳

頂

上

か

ら

南

方

へ
庭

び

る
尾

根

を

、

距

離

に

し

て
約

一
〇

〇

メ

!

ル
下

っ
た
海

抜

二
、

七

四
〇

メ

ー

ト

ル
前

後

の

と

こ
ろ

で

あ

っ
て
、

尾

根

の
右

側

つ
ま

り

南

西

に
向

う

凸

型

斜

面

上

に
、

左
口側

(南

側

)

を

露

岩

に

よ

っ
て
、

そ

の
右

側

(北

側
)

を

ハ
イ

マ
ツ

・
ダ

ケ

カ

ン
バ

群

落

に
よ

っ
て
限

ら

れ

て

い

る
、

巾

八

一

一
五

メ

ー

ト

ル
尾

根

か

ら

そ

の
下

端

ま

で

の
距

離

約

六

五

メ

ー

ト

ル
の
舌

状

に
の
び

た
部

分

で

あ

る

(
第

一
図
)
。

こ

こ

に
発

達

す

る
構

造

土

は
す

べ

て
、

ωo
「
8
α

ω
窪
ぢ
①

で

あ

る
。

ス
ト

ラ

イ
プ

の

巾

を

、

相

隣

な

る

粗

粒

部

分

の
中

心

問

の
距

離

を
も

っ
て

示

す

と
、

最

も

狭

い
も

の

は
九

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル
、

最

も

広

い
も

の

二

八

セ

ン
チ

メ

ー

ト

ル
で

、

一

一
-

一
五

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

の
も

の

が
も

っ
と
も

多

い
。

ス

ト

ラ

イ
プ

は
稜

線

か

ら
約

一
〇

メ

ー

ト

ル

へ
だ

た

っ
た

あ

た

り

か

ら

始

ま

り

、

長

い
も

の
は

約

五

〇

メ
ー

55

ル
、

普

通

約

三

〇

メ
ー

ト

ル
下

方

へ
延

び

て

い

る
。

ス
ト

ラ

イ
プ

の
上

端

は
、

傾

斜

五
度

前

後

の
稜

線

付

近

の
緩

斜

面

が

、
傾

斜

を

八

度

以

上

に
増

し

て

、

は

っ
き

り

凸

型

斜

面

に
移

行

す

る
地

点

に
相

当

す

る
。

斜

面

の
傾

斜

は

、

中

央

部

付

近

で

二
〇

度

に
達

し
、

禄

地

の
下

端

で

は

三
〇

度

弱

で

あ

る
。

ス
ト

ラ

イ
プ

の
形

は

、

傾

斜

が

二
〇

度

を

越

え

る
と

く

ず

れ

始

じ

め
、

ま

た
禄

地

の
両

側

に
近

い

と

こ

ろ

で
識

別

し

に
く

く

な

る
。

な

お
、

禄

地

の
中

央

部

で

も
、

傾

斜

が

二

五

度

た

達

す

る

あ

た

り

か

ら

、

ス
ト

ラ
イ

プ

の
形

は
不

明

瞭

と
な

り
、

傾

斜

が

三
〇

度

に
達

し

な

い
う

ち

に
露

岩

に
接

し

て
消

滅

し

て

し

ま

う

。

ち

な

み

に

こ

の
地

域

で
最

も

急

斜

面

上

に
あ

る

ス
ト

ラ
イ

プ

は

、

A

地

点

南

東

約

一
〇

〇

メ

ー

ト

ル
の
西

向

凸

斜

面

上

の

も

の

で
、

斜

面

の
傾

斜

は

三

三

度

で
あ

る
。

注

一

小
疇
尚

(
一
九

六

一
)

日
本

の
氷
河
周
辺
地
形

の
研
究
、
駿
台
史
学
、
第
十

一
号
、

一
七
二
一

一
九

六
頁
。

注
二

小
疇

尚

(
一
九
六

一
)

日
本

の
構
造
土
分
布

に

つ
い
て
、

日
本
地
理
学
会

一
九

六

一
年
度
秋
季
大
会
発
表
要
旨
。

注
三

そ

の

一
部

は

一
九
五
七
年
度

の
駿
台
史
学
会
大
会

に
お
い
て
発
表
し
た
。

小
疇

尚

(
一
九
五
八
)
南

ア
ル
プ

ス
薬
師
が
岳

の
構
造
土
、
駿
台
史
学
、
第
八
号
、

一
七
〇
頁
。
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ス
ト
ラ
イ
プ
の
構
造
は
、
平
面
的
に
は
粗
粒
部
分
と
細
粒
部
分
が
、
最
大
傾
斜
方
向
に
延
び
る
平
行
な
縞
で
あ

る
。
粗
粒
部
分
は
、
上

方

の
露
岩
と
下
層
の
母
岩
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
花
嵩
閃
緑
岩
の
角
礫
の
集
ま
り
で
あ

っ
て
、
大
部
分
、
径
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
四
ミ

リ
以
上
、
粗
粒
部
分
の
表
面
に
お
け
る
最
大
の
礫
は

一
五
×
七
x
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ

っ
た
。
細
粒
部
分

は
後
に
述
べ
る
細
礫
を
含

ん
だ
土
が
直
接
地
表
に
出
て
い
る
か
、
粗
砂
あ
る
い
は
径

一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
礫
が
表
面
を
薄
く

お
お
っ
て
い

る

と

は

い

え
、
そ
の
○

・
五
一

一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
下
に
は
細
粒
土
層
が
あ
る
部
分
で
あ
る
。

ス
ト
ラ
イ
プ
に
直
角
な
断
面
の
構
造
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
細
粒
部
分
が
低
い
う
ね
状
の
高
ま
り
を
作
り
、

そ
の
う
ね
と
う
ね
の
間
の

V
字
形
の
溝
状
凹
地
に
、

砂
礫
が
つ
ま

っ
て
い
る

(第
二
図
)。

こ
の
砂
礫
の
つ
ま

っ
た
部
分
が
平
面
的
に
は
粗
粒
部
分
の
縞
と
な

っ
て

目
に
う
つ
る
。
夏
期
の
状
態
で
は
、
細
粒
部
分
の
う
ね
状
の
高
ま
り
は
、
頂
部
が
ほ
ぼ
平
ら
で
、
粗
粒
部
分

へ
移
行
す
る
あ
た
り
か
ら
、

両
側
面
の
傾
斜
が
大
き
く
な
り
、
そ
の
下
端
で
は
傾
斜
が
四
〇
度
に
近
い
。
そ
の
最
大
の
も
の
は
七
〇
度
で
あ

っ
た
。

ス
ト
ラ
イ
プ
の
巾

の
狭
い
も
の
、
あ
6
い
は
う
ね
と
う
ね
の
間
の
溝
の
深
い
も
の
は
、
う
ね
の
頂
部
が
平
ら
に
な
ら
ず
、
丸
味
を
帯
び
る
。
夏
期
に
は
、
粗

粒
部
分
の
表
面
は
、
細
粒
部
分
の
中
央
部
よ
り
も
、
約

一
セ
ン
チ
ソ
ー
ト
ル
高
い
。
細
粒
部
分
は
粗
砂
お
よ
び
紙
礫
を
含
ん
だ
暗
茶
褐
色

7

の
土
で

(第
三
図
)
、
そ
の
厚
さ
は
、
う
ね
の
中
央
部
で
約

一
〇
セ
ン
チ
メ
!
ト
ル
、
礫
が
集
積
し
て
い
る
溝

の
部
分
で
三
-
五
セ
ン
チ

5

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
そ
の
下
部
は
、
明
か
る
い
茶
褐
色
の
、
径
四
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
粗
粒
物
質
を
ほ
と
ん
ど
-含
ま
な
い
土
と
な

っ
て

い
る

(第
三
図
)
。
こ
の
明
る
い
茶
褐
色
土
層
と
そ
の
上
位
の
暗
茶
褐
色
の
土
層
と
の
境
界
は
、

ス
ト
ラ
イ
プ

の
巾
に
対
応
す
る
波
状
起

伏
を
示
し

(第
二
図
)
、

一
方
、
明
る
い
茶
褐
色
土
層
の
下
部
は
基
盤
に
達
し
て
い
る
。
基
盤
の
深
さ
は
、
最

も
浅

い
と
こ
ろ
で
七
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
、
深
い
と
こ
ろ
で
は

一
メ
ー
ト
ル
を
少
し
越
え
る
。

一
般
に
斜
面
の
上
部
で
は
浅
く
、
ほ
ぼ
三
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
内
外
で

あ
り
、
斜
面
の
下
部
で
は
深
く
、
一
メ
ー
ト
ル
近
く
な
る
。
ま
た
、
禄
地

の
最
下
部
付
近
で
は
、
こ
の
明
か
る
い
茶
褐
色
の
土
層
の
間
に
、

厚
さ

一
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
の
粗
砂
あ
る
い
は
、
径

一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
礫
層
を
二
、
三
枚
は
さ
ん
で
い
る
。

粗
粒
部
分
は
、
前
記
の
ご
と
く
、
細
粒
部
分
間
の
溝
の
中
に
礫
が
つ
ま

っ
た
よ
う
な
状
態
を
示
し
て
い
る
。
礫

は
表
面
に
近

い
ほ
ど
、

ま
た
、
粗
粒
部
分
の
中
心
線
に
近
い
ほ
ど
大
き
く
、
そ
れ
か
ら
離
れ
る
に
し
た
が
っ
て
小
さ
く
な
り
、
か
つ
、
粗
粒
部
分

の
最
下
部
で
は

ほ
と
ん
ど
粗
砂
の
み
と
な
る
。
細
長
い
礫
は
、
長
軸
を
ほ
ぼ
最
大
傾
斜
方
向
に
向
け
る
。
扁
平
な
礫
は
三
〇
度

な
い
し
四
五
度

の
角
度
で

立

つ
傾
向
が
あ
る
。
そ
の
場
合
の
礫
の
扁
平
な
面
の
走
行
は
、

ス
ト
ラ
イ
プ
の
延
び
る
方
向
、
す
な
わ
ち
最
大
傾
斜
方
向

に
ほ
ぼ

一
致
す
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る
。A

地

点

上

部

で
、

一
九

五

六
年

十

一
月

、

デ
九

五
七

年

五
月

、

十

一
月

お

よ
び

十

二
月

に
、

構

造

土

の
凍

結

と
融

解

の

メ

カ

ニ
ズ

ム
を

(注
四
)

観

察

し
、

あ

わ

せ

て
気

温

と
地

温

の
測

定

を
行

な

い
、

そ

の
結

果

の

一
部

は
す

で

に

発
表

し

た
。

た

だ

し
、

サ

ー

ミ

ス
タ

ー

が

な

く

、
棒

状

水

銀

寒

暖

計

を
用

い

た

た

め
、

地

温
測

定

値

の
信

頼
度

が
低

く

、
資

料

と
し

て
は

使

用

で
き

な

か

っ
た

。

こ

こ
で

は

参

考

の
た

め
記

載

し
た

が
、

あ

る
程

度

の
誤

差

を
含

ん

で
.い

る

と
考

え

ら
れ

た

い
。

一
九

五

六
年

十

一
月
初

旬

お

よ

び

翌
年

五

月

初

旬

の
観

察

で

は

、

凍

結

・
融

解

の

メ
カ

ニ
ズ

ム
は

次

の

よ
う

で
あ

る
。

ω

地

上

一
メ

ー

ト

ル
の
気

温

(
以

下

、

単

に
気

温

と
記

す
)

が

三

・
五

度

以

上

、

地

下

五

セ

ン

チ

メ
ー

ト

ル

の
地

温

(
以
下

、

単

に
地

温

と

記

す

)

が

○

度

以

上

に
な

る

と
構

造

土

は

融

解

を
始

じ

め

る
。

夏

お

よ
び

春

、

秋

の

日
中

、

地

表

が
凍

結

し

て

い
な

い
と

き

の
構

造

土

の
状

態

は

第

二
図

の
ご

と
く

で
あ

る
。

②

山

上

で
は

、

気

温

は

午

後

に
な

る

と
下

が

り
始

じ

め

る
。

地

温

の
低

下

は

気

温

よ

り
約

二
時

間

お

く

れ
、

午
後

三
時

頃

か

ら

始

じ

ま

る

。

気

温

が

零

下

一
度

、

地

温

が
○

・
五

度

に
な

る

と
、

地

表

面

の
凍

結

が
始

ま

る
。

ま

ず

細

粒

部

分

の

表

面

が

コ

ン
フ

リ

!

ト

状

に
凍

95

結

し

、

厚

さ

一

・
五

-

ニ

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル
の

コ

ン
ク
リ

ー

ト
状

凍

結

層

を
形

成

す

る
。

日
没

後

約

一
時

間

で

、
夜

間

の
気

温

は

ほ

ぼ

一

定

に
な

る

。

こ

の
頃

地

温

は
ま

だ
下

降

を
続

け
、

コ

ン
ク

リ

ー

ト
状

凍

結

層

の

下
部

に
霜

柱

層

が
伸

び

始

め
る

。

最

初

に

コ
ン

ク
リ

ー

ト

状

凍

結

を
生

ず

る

の

は
、

日
没

と

同
時

に
急

激

に
気

温

が
低

下

す

る

た

め
、

大

気

に
接

し

て

い
る

地

表

面

で
は

、

毛

管

水

が
分

離

析

出

さ

(注

五
)

れ

る

こ

と
な

く

、

そ

の
ま

ま
凍

結

し

て

し

ま
う

か

ら

で

あ

る
。

こ
の

よ
う

な

地

面

の
表
層

部

を

の
ぞ

け

ば

、

寒

気

の
地

中

へ
の
侵

入

は
、

気

温

の
低

下

す

る
割

合

よ

り

は

は

る

か

に

ゆ

っ
く

り

行

わ

れ

る

。

そ

の
結

果

、

表

面

の

コ
ン
ク

リ

ー

ト
状

凍

結

層

の
下

部

に
、

土
中

の
毛

管

水

が
氷

と

し

て
分

離

析

出

さ

れ
、

霜
柱

層

を

成

長

さ

せ

る

。

こ
の

場
合

、

霜

柱
層

の
下

部

の
土

は

○

度

以

上

に
保

た
れ

て

い

る

こ

と

が

(注
六
)

必
要

で

あ

る
。

も

し

○
度

以

下

に
な

れ
ぽ

、

コ
ン
ク

リ

ー

ト

状

凍
結

あ

る

い
は

霜

降

り

状

凍

結

を

生

じ

て
、

霜

柱

層

の
成

長

は

止

ま

る
。

注

四

小
疇

尚

前
掲
注

一
、
注

三
。

注

五

中

谷
宇
吉
郎

・
孫
野
長
治

(
一
九
四
四
)
凍
上

の
機
構

に
つ
い
て
一
、
低
温
科
学
、
第

一
輯
、

一
一

一
〇
頁
。

注

六

自
由
学
園
自
然
科
学
グ

ル
ー
プ

(
一
九
=
.一七
)
霜
柱

の
研
究
、
自
由
学
園
学
術
叢
書
、
第

一
、

一
-

四
三
頁
。

中
谷
宇
吉

郎

・
孫
野
長
治
、
前
掲

注
五
。



中
谷
宇
吉
郎

・
孫
野
長
治

(
一
九
四
四
)
凍
上
の
実
験
的
研
究
、
低
温
科
学
、
第
一
輯
、
三
七
一
五
二
頁
。

こ
こ
で
の
観
察
で
は
、
霜
柱
層
の
厚
さ
は
二
一
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
。
霜
柱
は
冷
却
方
向
す
な
わ
ち
寒
気
の
進
入
方
向
に
向

っ
て
成
長
す
る
か
ら
、
地
表
面
は
垂
直
に
で
は
な
く
斜
面
の
傾
斜
に
対
し
て
直
角
の
方
向
に
、
霜
柱
層
の
厚
さ

だ
け
持
ち
上
げ
ら
れ
た
こ

と
に
な
る
。
霜
柱
層
は
、
細
粒
部
分
の
中
心
線

の
下
部
で
や
や
厚
い
。
そ
の
結
果
、
凍
結
前
に
や
や
高
か

っ
た
粗
粒
部
分
と
細
粒
部
分
の

表
面
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
高
さ
に
な
る
。
粗
粒
部
分
は
毛
管
水
を
保
持
し
え
な
い
か
ら
、
礫
や
粗
砂
の
間
げ
き
に
保
持
さ
れ
た
水
が
凍
る
だ

け
だ
け
で
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
状
凍
結
を
生
ず
る
こ
と
も
な
く
、
霜
柱
層
も
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
目
に
見
え

る
よ
う
な
体
積
の
変
化

は
起
ら
な
い
。
そ
う

い
う
状
態
で
あ
る
か
ら
、

ス
ト
ラ
イ
プ

の
粗
粒
部
分
の
み
を
、
手
で
簡
単
に
す
く
い
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
粗
粒
部

分
を
取
り
去
る
と
、
細
粒
部
分

の
う
ね
が
表
わ
れ
る
。
う
ね
は
霜
柱
層
に
よ

っ
て
持
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
側
面
か
ら
力
を
加
え
る

と
、

こ
れ
も
簡
単
に
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
。
粒
度
組
成
を
は
か
る
た
め
の
サ
ン
プ
ル
は
こ
の
よ
う
に
し
て
得
た
も
の
で
あ
る
。

㈲

日
の
出
と
と
も
に
、
気
温
は
急
速

に
上
昇
す
る
。
そ
れ
に
と
も
な

っ
て
、
ま
ず
粗
粒
部
分
に
付
着
し
て
い
た
氷
が
融
解
し
、
少
し

お
く
れ
て
細
粒
部
分
の
表
面
が
融
け
ば
じ
め
る
。
砂
礫
の
熱
伝
導
率
は
土
壌
の
そ
れ
の

一
〇
倍
以
上
で
あ
り
、
ま

た
砂
礫
の
間
に
空
間
が

0

多
く
、
空
気
の
対
流
が
自
由
に
行
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
粗
粒
部
分
の
方
が
早
く
あ
た
た
め
ら
れ
、
融
解
す
る
。
細
粒
部
分
は
粗
粒
部
分

、
6

に
接
し
た
部
分
か
ら
融
解
が
進
む
。
融
解
は
下
部
か
ら
も
行
わ
れ
、
表
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
状
凍
結
が
完
全
に
融
解
し
た
頃
に
は
、
そ
の

下
部

の
霜
柱
層
も
融
解
が
進
み
、
ぎ

っ
し
り
つ
ま

っ
て
い
た
霜
柱
は
ま
ば
ら
に
な
る
。
霜
柱
も
粗
粒
部
分
の
下
部

が
、
ま
ず
融
け
る
。
霜

柱
層
が
融
け
て
、
下
か
ら
の
さ
さ
え
を
失
な
う
と
、
粗
粒
部
分
が
沈
下
す
る
。
細
粒
部
分
の
中
心
線
下
部
の
霜
柱
層
は
、
最
後
ま
で
融
解

せ
ず

に
残
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
正
午
頃
に
は
粗
粒
部
分
と
そ
の
下
部
が
完
全
に
融
解
し
て
、
凍
結
前
の
位
置

ま
で
沈
下
す
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
細
粒
部
分
の
中
心
部
は
、
下
部
の
霜
柱
層
が
ま
だ
ま
ば
ら
に
残

っ
て
い
る
の
で
、
両
側
の
粗
粒
部
分

か
ら

一
纏
ほ
ど
盛
り
上

が

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
橿
…造
土
が
凍
結
し
て
い
な
い
時
の
、
粗
粒
部
分
と
細
粒
部
分
の
高
さ
の
関
係
が
逆
に
な

っ
て
、
細
粒
部
分
の
上

に
乗

っ
て
い
る
礫
は
粗
粒
部
分
中
に
集
積
し
や
す
く
な
る
。
午
後

一
時
頃
に
は
、
細
粒
部
分
の
高
ま
り
も
沈
下

し
は
じ
め
、
二
時
過
ぎ
に

は
、
融
解
が
完
了
し
て
、
凍
結
前
の
状
態
に
も
ど
る
。

ス
ト
ラ
イ
プ
が
ほ
ぼ
東
西
方
向
に
走

っ
て
い
る
場
合
は
、
粗
粒
部
分
の
融
解
が
終

っ
て
沈
下
し
た
あ
と
、
霜
柱
層
に
よ
っ
て
持
ち
上
げ

ら
れ
、
カ
マ
ボ
コ
状
に
盛
り
上
が

っ
た
細
粒
部
分
の
南
側
だ
け
が
日
射
を
受
け
る
た
め
、
カ

マ
ボ
コ
状
盛
り
上

が
り
の
頂
か
ら
南
半
分
が



ま
ず
融
け
て
沈
下
す
る
。
南
半
分
が
沈
下
す
る
と
、
北
半
分
の
霜
柱
層
が
日
光
に
さ
ら
さ
れ
て
、
三
〇
分
ほ
ど
後
に
融
解
が
終
り
沈
下
す

る
。
こ
の
場
合
の
方
が
融
解
が
早
く
進
み
、
正
午
少
し
過
ぎ
に
は
凍
結
前
の
状
態
に
も
ど
る
。
し
か
し
、
カ
マ
ボ

コ
状
の
高
ま
り
の
両
側

、が
時
間
的
に
ず
れ
て
別
個
に
沈
下
す
る
の
で
、
細
粒
部
分
の
う
ね
の
中
央
に
は
、
割
れ
目
の
部
分
が
重
な

っ
て
、
モ
グ
ラ
が
通

っ
た
後
の

よ
う
な
あ
と
が
残
る
。

十
二
月
上
旬
に
は
、
粗
粒
部
分
と
細
粒
部
分
の
ご
く
表
面
が
融
解

・
凍
結
を
く
り
返
す
の
み
で
、
形
成
さ
れ

た
霜
柱
層
は
も
は
や
融
解

し
な
い
た
め
、
上
記
の
よ
う
な
活
発
な
動
き
は
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
。
な
お
、

一
九
五
八
年
十
二
月
十
六
日
正
午
頃
、
ピ

ッ
ケ
ル
と
シ
ャ

ベ
ル
で

一
時
間
ほ
ど
か
か

っ
て
、
凍
結
し
た
構
造
土
を
掘

っ
て
み
た
が
、
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ま
で
掘
り
下
げ
て
も
な
お
凍
結
限
界
線

に
ま
で
達
し
な
か
っ
た
。
そ
の
時
の
状
態
は
、
細
粒
部
分
の
表
面
が
約

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
融
解
し
、
そ
の
下

に
厚
さ
約
二
七
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
状
凍
結
層
、
さ
ら
に
約
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
霜
柱
層
、
そ
の
下
部
は
霜
降
り
状
凍
結
層
に
な

っ
て
い
た
。
四
月

上
旬
、
十
月
上
旬
に
は
、
右
に
記
述
し
た
ほ
ど
活
発
で
は
な
い
が
動
き
は
認
め
ら
れ
る
。
六
月
下
旬
に
は
も
は

や
凍
結
は
生
じ
な
い
。
し

た
が

っ
て
、
構
造
土
の
動
き
が
漱
げ
し
い
の
は
、
四
月
中
旬
か
ら
六
月
上
旬
ま
で
と
、
十
月
中
旬
か
ら
十

一
月
下
旬
ま
で

の

期
間

で
あ

ユ

る
。

一
方
、
六
月
下
旬
か
ら
九
月
下
旬
ま
で
は
凍
結
せ
ず
、
十
二
月
上
旬
か
ら
三
月
下
旬
ま
で
は
、
ほ
と
ん
ど
凍
結
し
た
ま
ま
で
あ
る
。

6

そ
の
間
、
構
造
土
に
は
著
る
し
い
変
化
は
生
じ
な
い
。

A
地
点
の
中
央
付
近
に
、

一
九
五
七
年
十

一
月
、

一
×
○

・
五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
三
〇
一
五
〇
セ
ン
チ
の
穴
を
掘
り
、
そ
の
ま
ま
放
置

し
て
お
い
た
(第

}
図
の
×
1
)
。

一
九
六
四
年
六
月
末
現
在
、
穴
は
斜
面
下
方
末
端
の
部
分
が
、
ま
だ

一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
窪
ん

で
い
る
ほ
か
、
大
部
分
埋
め
ら
れ
て
い
た
。
穴
を
埋
め
た
物
質
の
大
半
は
、
径
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
礫
で
細
粒
物
質
は
、
底
部
に

少
し
集
積
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
細
粒
物
質
は
穴
の
壁
面
下
部
に
、
礫
を
混
じ
え
て
崖
錐
状
に
堆
積
し
て
お
り
、
そ
の
上
を

ほ
と
ん
ど
細
粒
物
質
を
含
ま
な
い
前
記
の
礫
が
お
お

っ
て
い
る
。
堆
積
状
態
か
ら
み
て
、
細
粒
物
質
は
、
上
方

の
斜
面
か
ら
葡
行
に
よ

っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
穴
,の
壁
か
ら
崩
落
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
粗
粒
物
質

は
、
上
方
の
斜
面
か
ら
、

上
記
の
よ
う
な
凍
結
と
融
解
の
反
復
に
よ
る
物
質
の
移
動
、
す
な
わ
ち

8
昌σq窪
ε
憎げ幾
8

に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。日

日
の
凍
結
と
融
解
の
く
り
返
し
に
よ
っ
て
、
土
は
斜
面
に
対
し
て
直
角
の
方
向
に
上
下
す
る
。
こ
れ
に
よ
る
斜
面
下
方

へ
の
土
の
移



動

は
、

理
論

的

に
は

考

え

ら

れ

る

と
は

い
え

》

短

時

間

で
は

、

感

知

し
う

る

よ
な

動

ぎ

は

な

い

と

い

っ
て

よ

い
。

し

か

し
礫

は
、

一
九

五

七

年

十

月

二

二

日

に
偶

然

見

か
け

た
例

で
は

、

粗

粒

部

分

が
融

解

し

て
沈

下

し

て

や

や
後

に
、

細

粒

部

身

の
盛

り

上

り

の

上

か

ら

粗
粒

部

分

へ
約

ニ

セ

ン
チ

メ

ー

ト

ル

ほ
ど

転

落

し

た
。

勿

論

す

べ

て

の
礫

が

そ
れ

ほ
ど

早

く
動

く

わ
け

で

は
な

く
、

こ
れ

は

む

し

ろ

極
端

な

例

で

あ

る

。

要

す

る

に
、

土

は

8
昌
σq
①
年
霞

冨

け
δ
コ

に

よ

っ
て
、

上

下

に
は

活

発

に
動

く

が
、

斜

面

下

方

へ
の
移

動

は
緩

慢

で

あ

る
、

こ
れ

に

対

し

て
、

地

表

面

に
あ

る
礫

は
、

磯

間

の
空

隙

に
保

持

さ
れ

た
水

分

の
凍

結

と
融

解

に

よ

っ
て

は
、

ほ

と

ん
ど

移

動

せ
ず

、

周

囲

の
土

の

動

き

に
よ

っ
て
、

ス
ト

ラ
イ

プ

の
粗

粒

部

分

を
形

成

し

つ

つ
、

斜

面

下

方

に
移

動

す

る
。

そ

の
移

動

は

土

よ

り
も

は

る

か

に
早

い
。

穴

を

埋

め
た

物

質

が

ほ

と

ん
ど

礫

ば

か

り

で
あ

る

の

は
、

こ

の

よ
う

な
原

因

に

よ

る
。

な

お

、

こ

の
穴

を

埋

め
立

て
た

物

質

の
表

面

に

は
、

構

造

土
は

形

成

さ
れ

て

い

な

い
。

そ

の
表

面

直

下

に
霜

柱

層

を
成

長

さ

せ

る

よ

う

な

、
細

粒

物

質

が

な

い

の

で
あ

る

か
ら

、

前

記

の

よ
う

な

凍

上

・
沈

下

が
起

こ

ら
ず

、

し

た

が

っ
て
構

造

土

は

で
き

な

い
。

一
九

五

六

年

五

月

、

こ

の
穴

の
左

上

方

、

斜

面

の
北

端

近

く

に
突

出

し

た
露

岩

か
ら

約

五

メ

ー

ト

ル
下

方

で

(
第

一
図

の

×
2

)
、
巾

一

メ

ー

ト

ル
、

横

約

五
〇

セ

ン

チ

メ
ー

ト

ル

の
面

積

を
、

深

さ

二
〇

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル
ま

で
掘

り
、

ス
ト

ラ

イ
プ

の
粗

粒

部

分

と

細

粒

部

26

分

、

お

よ

び

そ

の
下
層

の
土

を
混

ぜ

合

わ

せ
、

表

面

を

周

囲

の
斜

面

と

同

じ
傾

斜

に
な

ら

し

て
、

放

置

し

た

。

そ

し

て

、

上

方

の
斜

面

か

ら

礫

が

供

給

さ

れ

る

の

を
防

ぐ

た

め
、

そ

の

上
縁

に

そ

っ
て
巾

、

深

さ

と
も

約

二
〇

セ

ン
チ

メ

ー

ト

ル
の
溝

を
掘

っ
て
お

い
た

。

一
九

五

八

年

十

二
月

の
観

察

で
は

、

溝

は

上

方

の
斜

面

か

ら

も

た
ら

さ
れ

る
物

質

を
完

全

に
阻

止
す

る
役

目

を

果

し

て

い

た

。

そ

し

て
前

記

の
場

所

に
は

、

地

表

下

約

五

セ

ン

チ

メ

ー

ル
ま

で

の
粗

粒

物

質

が
、

土
中

の
霜

柱

層

の
押

し

上

げ

に

よ

っ
て

、
大

部

分

地

表

に
押

し

出

さ

れ

、

や

や
不

完

全

な

が
ら

、

ス
ト

ラ
イ

プ

を

形

作

っ
て

い

た
。

ま

た
、

一
九

五

六
年

十

一
月

、

ス

ト

ラ

イ
プ

の

上
限

と

し

て

マ
ー

ク

し

て

お

い

た

地
点

か

ら
、

斜

面

の

上

方

に
向

う

巾
約

五

メ

ー

ト

ル
、

長

さ

八

・
五

メ
ー

ト

ル

の
範

囲

内

に

お

い

て
、

ス
ト

ラ

イ
プ

の

ほ

と

ん
ど

す

べ

て

の
粗

粒

部

分

の

上

に
、

巾

一
セ

ン
チ

メ

ー

ト

ル

弱

、

深

さ
約

三

セ

ン

チ

の

ク

ラ

ッ
ク

が
、

約

三
〇

本

延

び

て

い

る

の

を
観

察

し

た

。

そ

れ

が

翌
年

五
月

に

は

、
、
ス
ト

ラ

イ
プ

の

粗

粒

部

分

と

し

て
、

見

事

に
形

を
整

え

て

い

る

の

が
認

め
ら

れ

た
。

な

お
、

夏

期

に

は
、

砂

礫

が
斜

面

上

を

ほ

と

ん
ど

全

面

的

に

お

お

っ
て

い

て
、

ス
ト

ラ

イ
プ

が

は

っ
き

り

し

な

い
よ

う

な

所

で

も

、

春

.

秋

の

8
昌
σQ
Φ
霧
雲

げ
豊

。
昌

が
著

る

し

い
時

期

に
は

、

細

粒

部

分

に
当

る
部

分

の
う

ね
状

の
盛

り
上

り

に

よ

っ
て
、

ス
ト

ラ

イ
プ

を

容
易

に

-



認

め
う

る

場

合

が

多

い
。

B

地

点

に

お

け

る

実

験

B

地

点

は

薬

師

が

岳

の
頂

上

北

東

方

約

一
五
〇

メ
ー

ト

ル
、

海

抜

約

二
、

七

五
〇

メ

:

ト

ル

の
地

点

で

あ

っ

て
、

現

在

は

化

石

化

し

た

、

巾

五

〇

メ
ー

ト

ル
深

さ

一
〇

メ
ー

ト

ル

ほ
ど

の
浅

い
雪

蝕

凹

地

に

よ

っ
て
、

主

稜

線

か

ら

へ
だ

て

ら
れ

た

二
重

山

稜

上

に
あ

る
。

実

験

地

は

北

な

い
し

北

東

に
、

二
度

か
ら

五
度

傾

斜

し
た

凸

斜

面

の
最

上

部

で
、

事

実

上

二
重

山

稜

の
稜

線

上

と

い

っ
て

よ

い
。

構

造

土

は

ω
o
同
8
α

ω
霞
ぢ
Φ

と

ωo
誹
①
山

口
曾

で

あ

る
。

一
九

五

七

年

十

一
月

二

二

日
、

こ

こ

に
五

セ

ン
チ

メ

ー

ト

ル

の
方

眼

状

に
針

金

を
張

っ
た
、

一
辺

八
○

セ

ン
チ

メ

ー

ル
の
正

方

形

の
木

枠

を

設

置

し

、

礫

の
動

き

を

測

定

す

る

こ

と

に

し

た

(
第

四
図

)
。
密

生

し

た

ハ
イ

マ
ツ

が

、

前

記

の
雪

窪

を

す

っ
か

り

お

お

い
、

そ

れ

が

二
重

山

稜

の
稜

線

に
ま

で
達

し

て

い

る

の

で
、

B

地

点

の
西

端

部

は
西

か

ら

の
風

か

ら
保

護

さ
れ

て

い

る
。

木

枠

は

こ
の
部

分

に
四
隅

に
礫

を

乗

せ

て
固

定

し

た
。

礫

の
移

動

を

チ

ェ

ッ
ク

し

ゃ
す

い
よ
う

、

。。9

8
山

口
2

に
幾

ら

か
移

行

し

か

か

っ

た

。・
9
8
匹

。。
θ「
ぢ
o

の

細

粒

部

分

上

に
持

参

し
た

黒

耀

石

の
円

礫

を
並

ら

べ

た
。

そ

の

ほ

か

に
も

、

粗

粒

部

分

中

の
、

比
較

的
大

き

く

か

つ
特

徴

あ

る

礫

を

い
く

つ

36

か

選

ん

で

マ
ー

ク

し
た

。

同

年

十

二
月

十

六

日
、

こ

の
木

枠

は
す

っ
か

り
雪

に

お

お

わ
れ

て

い

た
。

積

雪

深

は
、

木

枠

の

西
端

で

=

二
七

ン
チ

メ
ー

ト

ル
、

東

端

で

五

セ

ン

チ

メ
i

ト

ル
、

そ

こ
か

ら
約

三
〇

セ

ン
チ

メ

ー

ト

ル

の

と

こ

ろ

で
雪

は

な

く

な

り

、

地

面

は

露

出

し

て

い
た

。

し

た

が

っ
て
、

期

待

ど

お
り

ハ
イ

マ
ツ

の
防

風

効

果

は

あ

っ
た

と

み
な

さ
れ

る

(
第

五
図

)
。

礫

を

動

か

さ

な

い
よ

う

、

木

枠

か
ら

上

の
部

分

の
積

雪

を

手

で
取

り
除

き

、

そ

の
後

微

温

湯

を

か

け

て
雪

を
融

か

し
、

礫

の
位

置

を
記

録

し

た
。

そ

の
結

果

、

大

部

分

の
礫

が

、

十

一
月

の
位

置

か

(注
七
)

ら
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
東

へ
移
動
し
た
こ
と
が
確
め
ら
れ
た

(第
六
図
)
。

注
七

一
九
五
七
年
十

一
月

二
二
日
か
ら
十

二
月
十

六
日
ま
で
の
間
、
東
京

で
降
雨

を
み
た
の
は
、

十

一
月

二
六
日
、

十

二
月
四

・
五

.
八

.
九
日
で

あ

っ
た
。

そ
の
5

ち
最
も
雨
量

が
多

か

っ
た
の
は
、
十

二
月

四

・
五
両

日
で
あ

っ
た
。

し
た
が

ρ
て
、

B
地
点

の
積

雪
は
十
二
月
四

日
に
も
た

ら
さ
れ

た
も

の
と
推
定

さ
れ
る
。

ま
た
、

こ
の
積
雪
後

に
は
礫

の
動
き

は
な
か

っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

し
た
が

っ
て
、

実
際

に
は
礫
は
十

】
月

二
二
日
か
ら
十

二
月

四
日
ま
で
の
十
二
日
間
に
、

こ
れ
だ
け
動

い
た
と
推
測

さ
れ
る
。
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翌

一
九
五
入
牢
五
月
四
日
、
雪
融
け
を
待

っ
て
、
再
び
礫

の
位
置
を
記
録
し
た

(第
七
図
)
。
そ
の
結
果
は
第

大
図

に

示

す

と

勝

り

で
、
前
年
十
二
月
の
位
置
か
ら
、
北
あ
る
い
は
北
東
に
動
い
た
も
の
が
多
い
。
十

一
月
二
二
日
の
礫
の
位
置
か
ら
、
翌
年
五
月
四
日
の
そ

れ
を
直
線
を
結
ん
だ
距
離
で
い
え
ば
、
礫
は
最
大
約
四
セ
ン
ト
メ
ー
ト
ル
、
最
少
約

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
置
を
変
え
て
い
る
。
こ
の
間

(注

入
)

に
十

二
月

二

二

日

の
位

置

を

考
慮

す

れ

ば

、

礫

の
移

動

量

は

、

最

大

約

六

セ

ン
チ

メ
ー

ト

ル
、

最

少

約

三

セ

ン

チ

メ
ー

ト

ル

で
あ

る
。

構

造

土

の
粗
粒

部

分

の
位

置

も

、

全

体

と

し

て
東

な

い

し
北

東

に

一
-

三

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル
移

動

し

て

い

る
。

も

し

こ
れ

が
、

斜

面

全

・

(注
九
)

体

の

マ
ス

・
ム
ー

ヴ

メ

ン
ト

を

示

す

も

の

で
あ

る

と
す

れ

ば

木

枠

そ

の
も

の
も

同

じ
方

向

へ
移

動

し

た

は
ず

で
あ

り
、

記

録

さ
れ

た
礫

の

移

動

は

こ
れ

に
よ

っ
て
あ

る

程

度

相

殺

さ

れ

た
可

能

性

が
あ

る
。

木

枠

の
近

く

に
散

在

し

て

い

た
大

形

の
礫

の
う

ち
、

消

え

残

り

の
雪

の
状

態

か

ら
粗

粒

部

分

上

に
位

置

す

る

と
判

断

さ

れ

た
、

二

五

×

二

〇

×

一
〇

セ

ン

チ

メ

ー

ル

の
礫

を
起

こ

し

て

み

る

と
、

果

し

て

そ
れ

が
構

造

上

の
粗

粒

部

分

の

上

に
乗

っ
て

い
た

こ
と

が

明

ら

か

と

な

っ
た

(
第

八

・
九

図
)
。

そ

の
礫

は
斜

面

の
下

方

に
向

う

部

分

が

よ

り
多

く
地

表

に

め

り

込

ん

だ
状

態

で

斜
面

上

に
存

在

し

、

か

っ
そ

の
前

面

の
地

表

が

わ
ず

か

に
盛

り

上

が

っ
て

い
た

。

こ

の

こ
と

は
、

構

造

土

が
形

成

さ

れ

た
後

に
、

こ

の
礫

が

上
部

斜

面

か

ら

も

た
ら

さ

れ

、
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そ

の
粗

粒

部

分

が
、

こ
れ

よ

り
細

粒

の

付
近

の
物

質

よ

り

速

か

に

下
方

へ
移

動

し

て

い

っ
た

こ

と
を

物

語

っ
て

い

る
。

こ

の

礫

の

移

動

は

、
礫

の
.下

に
霜

柱

が
立

っ
て
礫

が
斜

面

に

対

し

て
直

角

に
持

ち

上

げ

ら

れ

、
霜

柱

の
融

解

と

と
も

に
垂

直

に
沈

下

す

る
結

果

、

わ
ず

か

ず

つ
斜

面

を
葡

行

ず

る

よ

う

な

形

で
行

わ
れ

た
も

の

と
考

え

ら

れ

る
。

ω
雷

同
稀

の
分

類

で

は
、
ω
ぴ
≦

山
o
≦
9
σq
①
の
う

ち

の
h
δ
。。
け
ゴ
窪
く
圃コ
σq

に
よ
る

§

犀
.・穿

で
難

℃
わ
が
国
で
は
・
習

野
誠

一
・
局
部
正
久
霧

が
峯
で
巨
礫
の
移
動
姦

察
し
て
雛

」
.そ
れ

と

メ

カ

注

八

こ

の
礫

は

五
月

四

日

の
観

察

時

に

は
針

金

に

ひ

っ
か

か

っ
て

い
た

。

こ
れ

が

な

け

れ

ば

も

う

少

し

動

い

た

と
考

え

ら

れ

る
。

ま

た
、

礫

は
回

転

し

て

移

動

し

た

も

の
も

あ

る

の
で

、

厳

密

な

意

味

で

の
位

置

の
変

動

量

は

こ

の
値

よ

り

や

や

大

き

い
。

し

か
し

こ

の
場

合

そ
れ

は
重

要

な
問

題

で
は

な

い

の

で
、

考
慮

す

る

必

要

は

な

い
。

注

九

ω
目
算
『

9

(一⑩
8

)

O
q

9
弩
げ
o
ま

昌

U
9
9

津
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ω
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三

『

O
。o
お

陣。。
"
bd
ご
r

℃
①蔓

σQ
r

Z
β
c。
も

や
記

一

お

●
に

よ

れ

ば

ω
o
葺
ゲ

0
8
お

冨

の

二

一
度

の
斜

面

で
は

土

中

に
形

成

さ

れ

る
氷

層

と
そ

の
融

解

に
よ

っ
て
地

表

は

年

平

均

二
五

セ

ン

チ
メ

ー

ト

ル
斜

面

下

方

へ
移

動

す

る

と

い
う
。
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,8195711R22Bの 礁 の 位 置

()・957年 ・2月・6日 ・働 位 匿

019585Aa巳 瞭 ・{蜷

/1957年 【IR22日 の 椙 狙85分置 ロ

1.・/1958年5月4Eヨo粗 粒ac分
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、
、
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,一、
胴
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隙鐵 隙禰 《 ε喰

'1

・＼
腫

諭'～騰 (讐鰍 ギ 監

!1
1

・・ 懇 し ・(「1込 」"囲

第6図 薬師 が岳B地 点におけ る礫の移動

,/
/

ぶめ や ハ モ

灘灘 翻.:籔

灘i鐡 、 趨 麟 七 難 芸',箋

耀難懸 緩 緩嚢ll離 職
し ニ ギ が ヒ び ノ

影 羅蟻 鑛 灘1鮮 騒 「 　 　 .鍛
金{,潮 騒 解撚 層'i.'騰 』賦.,,..・ 撫 … 鯖

第7図 一 冬 を 経 た,礫 の移 動 を測 定 す るた めの 木 枠

木 枠 は 一 辺80cmの 正 方 形 で,5c・nご と に針 金 が 張 っ て あ る。 黒 っぽ い 円

礫 は黒 曜 石,白 っぽ い角 礫 は花 嵐 内緑 岩,右 側 の 列 の 最:も手 前 の 円礫 と手

前 か ら三 番 目 の円 礫 は針 金 に ひ っか か って いた 。1958年5月4日
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第8図B地 点の構造土上の礫
:構造土 は細粒 都方 が盛 り上がって いるので,雪 はそれ よ り少 し低 い粗粒部

分に残 ってい る。 この礫 は霜柱 に よる持上 げ と,そ の融解に よって,斜 面

上 方 か ら徐 々に葡行 して来 た。礫 の大 き さは25×20×10cm。

第9図 同上の礫 を取 り除 いた ところ

礫 の下は構造土の粗粒部分 とな っている(細 粒部分に もまたがってい

る)。 さらに斜 面の下方に当た る部分が押 されて やや持 ち上が ってい

る。
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ニ
ズ

ム

ば

同

じ

ら

し

い
。

・

こ

の

こ
と

か

ら
も

、
木

枠

が

全

く

動

か

な

か

っ
た

と
は

考

え

に
く

く

、

斜

面

上

層

部

の
動

き

に

よ

っ
て

あ

る

程

度

動

い

た

こ

と

が
予

想

さ

れ

る
。

し

た

が

っ
て
、

上

に
述

べ

た
礫

の
動

き

は
、

木

枠

と

の
相

対

的

な

位

置

の
変

動

量

で
あ

る
。

な

お
、

も

し

木

枠

が

西

南

西

に
、

す

な

わ

ち
斜

面

の
上

方

へ
、

二
一

三

セ

ン
チ

メ

ー

ト

ル
動

い
だ

場

合

に
は

、

構

造

土

も

円

礫

も

ほ

と

ん
ど

動

か

な

か

っ
た

と

い
う

結

果

に

な

る

。

つ
ま

り
、

動

い

た

の
は

木

枠

自

体

で
あ

っ
て
、

礫

で

は

な

い
、

と

い
う

場

合

で

あ

る

。
・
し

か

し

、

地

表

に
密

着

し

、

し

か

も

四

隅

に
重

し

を

し
た

木

枠

が
、

わ

ず

が

二
度

強

の
傾

斜

と

は

い
え

、

斜

面

を

上

方

に
向

っ
て
移

動

し

た

と
は

ど

う

し

て
も

考

え

ら
れ

な

い
。

し

た

が

っ
て

、

礫

が
動

い
た

こ

と
は

確

実

で
あ

っ
て
、

測

定

さ
れ

た
移

動
量

も
実

際

の
値

に
非
常

に
近

い
と

考

え

ら

れ

る
。

こ

の

よ
う

な
礫

(注
一
二
)

(注
=
二
)

(注
一
四
)

の
移

動
量

は

、
〉
民

田
ω
菊
p
署

、
小

林

国
夫

ら

が

測

っ
て

い
る

が

、
報

告

が

ま

だ

少

な

す

ぎ

て
、
た

だ

ち

に
気

候

、

地

形

、

土
壌

な

ど

の

条

件

の
異

な

る
場

所

の
も

の
と

比
較

し

て

云

々
す

る

こ

と

は

で
き

な

い
。

そ

の
後

、

一
九

五

八
年

十

一
月

ま

で

の

間

に
、

木

枠

ば

こ
わ

さ

れ

て

し

ま

い
、

以

後

の
測

定

は

不

可

能

に
な

っ
た

。
A

地
点

で
も

同

様

の
実

験

を
試

み

た

が
、

十

一
月

に
設

置

し

た
木

枠

が

十

二

月

に
は

登

山

者

に
破

壊

さ

れ

て

し
ま

っ
た

の

で
、

完

全

な

失

敗

に
終

っ
た

。
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一
九

五

八

年

五

月

、

8
口
σq
①
箒
霞

冨

ま

昌

と

8
口
σQ
①
ま

旨
9
δ
ロ

が
ど

の
程

度

行

わ

れ

る

か

を

み

る

た

め

に
、

木

枠

の
周

囲

で
若

干

の
実

験

を

試

み

た

、

材

料

に
は

、

他

の
礫

と

の
区

別

が
容

易

で

あ

る

こ
と
、

φ
o
昌
αq
①
甑

話
。
什δ
口

を
受

け

や
す

い

こ

と

の
、

二

つ
の
条

件

を

満

足

さ

せ

る

も

の
と

し

て

、

厚

さ

一

・
五

セ

ン

チ
メ

i

ト

ル

の
黒

色

尾

根

瓦

を

用

い
た

。

こ
れ

を
、

最

大

一
七

×

一

一
セ

ン
チ

メ
」

ト

ル
以

下

に
砕

い

て
、

次

の
よ

う

な

実

験

を

行

な

っ
た

。

ω

木

枠

の
南

隣

り

に
、

一

・
四

×

一

・
四

メ

ー

ト

ル

の
区

劃

を

と
り

、

ま

ず

、

構

造

土

を

形

作

っ
て

い

る
上

層

部

を
、

粗

粒

部

分

、

・
注

一

一

羽
田
野
誠

一
・
局
部
正
久

(
一
九

六
三
)
霧

ケ
峯

の
周
氷
河
地
形

に

つ
い
て
、
地

理
学
評
論
、
第

三
六
巻
、
第

一
二
号
、
七
四
四
頁

(要
旨
)
。

注

=

一

〉
邑
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昌
喝
(H
8
0
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ロ
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9
0
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具
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昌
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山
■
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8

Z
μ

bo
l
ω
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娼
や

①
㎝
l
bo
O
ρ

注

=

二

囚
o
げ
電

器
9

囚
'
(お

㎝
①
)
℃
o『
亜

p9
巴

竃

o
も
げ
o
♂
oq
団

ヨ

富
饗

P

bロ
三

.
旧
o
蔓

αq
r

Z
μ

♪

唱
℃
'
届

1
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9

注

一
四

礫

が

動

か

な

け

れ

ば
構

造

土

が

形

成

さ

れ

る

は
ず

が

な

い

の

で
、

構

造

土

に
関

す

る
論

文

に

は
礫

の
動

き

を
記

述

し

た
も

の
が
非

常

に
多

い
。

し

か

し

、

そ

れ

が

ど

の
よ

う

に

し

て

、

一
定

期

間

内

に
ど

の
位

動

く

か

と

い
う

記

載

は
意

外

に
少

な

い
。



細

粒

部

分

と
も

取

り
除

い
た

。

つ
ぎ

に

そ

の
下

部

の
細

粒

土
層

を
、

地

表

下

一
〇

セ

ン
チ

メ

ー

ト

ル

ま

で
掘

り
下

げ

て
、

砕

い

た

瓦

を

平

ら

に
並

ら

べ
た

。

そ

の
上

に
ま

ず

細

粒

土
層

を

か
ぶ

せ
、

さ

ら

に
構

造

土

の
粗

粒

部

分

と
細

粒

部

分

を

ま

ぜ
合

わ

せ

た

も

の

を

か

ぶ

せ

て

、

表

面

を

軽

く

な

ら

し
、

周

囲

に
目

じ

る

し

の
礫

を

置

い
た

(
第

一
〇

図

)
。

'
②

こ

の
区
劃

の
西

隣

り

で
は

、

構

造

土

の
粗

粒

部

分

と
細

粒

部

分

を
取

り
除

い

て
、

下

部

の
細

粒

土
層

の
表

面

を

平

ら

に
削

り

、

一

五

×

一
〇

セ

ン
チ

メ
ー

ト

ル
以

下

の
瓦

を

五

つ
並

ら

べ
た

。

そ
し

て
瓦

の
表

面

だ

け

が
地

表

に
出

る

よ
う

に
、

構

造

土

の
粗

粒

部

分

と

細

粒

部

分

を

ま

ぜ
合

わ

せ

た

も

の
で

、

瓦

の
周

囲

を

埋

め

た

(
第

=

一図

)
。

㈹

木
枠

か

ら
北

に
五

〇

セ

ン

チ

メ
ー

ト

ル
離

れ

て
、

四

五

×
四

五

セ

ン

チ

メ
ー

ト

ル

の
区

劃

を

と

り
、

地

表

二
七

セ

ン
チ

メ

ー

ト

ル

ま

で
掘

り

下

げ

て

、

径

三
-

五

セ

ン
チ

メ
ー

ト

ル

に
砕

い
た

瓦

を

、

た

ま

た

ま

達

し
た

基

盤

岩

上

に
ば

ら

ま
き

、

そ

の

上

に
掘

り

出

し

た

礫

と

土

の
混

合

物

を

か

ぶ

せ

た

。

㈲

は
③

の
東

隣

り

で
、

三

五

×

一
〇

〇

セ

ン

チ

メ

ー
ト

ル

の
区

劃

を
、

地

表

下

二
〇

セ

ン

チ

メ

!

ト

ル

ま

で
掘

り
返

え

し
、

礫

と

土

を
混

ぜ
合

わ

せ

て

、
軽

く

な

ら

し

て
お

い
た

。

・

96

⑤

木

枠

の
東

に
接

し

た

部

分

で

、

○

・
五

×

一
メ
ー

ト

ル

の
区
劃

を

、

地

表

下

一
〇

セ

ン

チ

メ
ー

ト

ル
ま

で
乱

し

た
。

一
九

五

八
年

十

一
月

二

五

日

の
観

察

で
は

、

実

験

地

ω

区

劃

の
北

端

部

近

く

に
、

二

×

一

.
五

×
○

.
五

セ

ン
チ

メ

ー

ト

ル

の

瓦

が

一

個

だ

け

地

表

に
出

て

い
た

。
②

区

劃

の
、

下

部

だ

け

を

地

中

に
埋

め
た

瓦

は

、

五

つ
と
も

表

面

が
周

囲

の
地

表

面

よ

り
約

一
セ

ン
チ

メ

ー

ト

ル
高

く

な

っ
て

い
た

。

瓦

は

一
様

に
持

ち

上

が

っ
て

い
る

の
で

は

な

く

、

多

少

傾

い

て

い

た
。

こ
れ

は
、

瓦

が
霜

柱

に

よ

っ
て
持

ち

上

げ

ら

れ

、

そ

れ

が

融

け

て
元

の
位

置

に
も

ど

ら

な

い
う

ち

に
、

周

囲

の
礫

が

瓦

の
下

に
転

り

込

ん

で
、

瓦

が
浮

き

上

が

っ
て

し

ま

っ
た

こ

と

を

示

し

て

い
る

。

五

つ
の
瓦

は

五

月

に
埋

め
た

時

と
は

、

そ

れ

ぞ

れ

の
位

置

関

係

を

幾

分

変

え

て

い
た

が

、

記

録

を

取

っ
て

お

か
な

か

っ
た

の
で

、

正

確

な

こ

と
は

不

明

で
あ

る
。

た

だ

し

割

れ

た

も

の
は

な

か

っ
売

。

そ

の

ほ
か

、

瓦

を
埋

め
た

り
、

土
を

掘

り
返

え

し

て
構

造

土

を
破

壊

し

て
し

ま

っ
た

所

は

、

す

べ

て
、

不

完

全

な

が

ら

も

構

造

土

が

で

き

か

か

っ
て

い
た

。

以

上

の

ほ
か

、

全

体

と

し

て

は
著

る

し

い
変

化

は

認

め

ら

れ

な

か

っ
た

。

一
九

六

四

年

六

月

三

十

日

の
観

察

結

果

は

次

の

よ
う

で
あ

る
。

ω

の

区
劃

。

地

表

面

に
は

、

不
完

全

な

ω母

君
伍

昌
2

が

で
き

て

い

た
。

垂

直

方

向

の
陶

汰

は

良

好

で
、

瓦

を

埋

め

る
時

掘

り

返

、兄
し



た

、

地

表

下

一
〇

セ

ン

チ

メ

ー
ト

ル
ま

で

の
間

で

は
、

径

三

七

ン

チ

メ

r

ト

ル

以
下

の
礫

が

ほ

と

ん
ど

完

全

に

8

ロ
σQ
①
津
9

げ
9
ま

げ

に
よ

っ
て
地

表

に
押

し
出

さ
れ

て

い

た
。

し

か

し
、

水

平

方

向

の
陶

汰

が

ま

だ
悪

く

、

そ

の
た

め

ネ

ッ
ト

の
形

が

整

っ

て

い

な

い

(
第

一

一

図

)
。
一
九

五

八
年

十

一
月

の
観

察

以
来

、
新

ら

た

に

地

表

に
表

わ

れ

た

瓦

は

な

か

っ
た

。

少

な

く

と

も

目

に
止

ま

る

大

き

さ

の
も

の
は

な

か

っ
た
。

発

掘

し

た

と

こ
ろ

、

五

×
五

セ

ン
チ

メ
ー

ト

ル
以

上

の
瓦

一
七

個

は

ほ

と

ん
ど

そ

の
位

置

を

変

え

て

い
な

い

こ

と

が

わ

か

っ

た
。

そ
れ

よ

り

も

小

さ

な

瓦

は

、

注

意

深

く

さ

が

し

た

に
も

か

か

わ

ら

ず

発

見

で
き

な

か

っ
た

。

細

か

く

割

れ

て
し

ま

っ
た

の

か
、

発

掘

の
豫
蟹

)て
土
と
共
に
掘
り
違
え
し
て
し
ま

。
た
の
か
∵

ず
れ
か
で
あ
言

。
九

×
五
七
ン
チ
イ

尤

以
上
の
瓦
は
、
下
部
の
土
と

の
問

に
、
五

ミ

リ

メ

ー

ト

ル
ほ

ど

の

の
す

き

間

が

で
き

て

い

て
、

こ

こ

に
昆

虫

が
巣

を
作

っ
て

い

る
場

合

が
多

い
。

こ

の
す

き

間

は

8
早

σQ
Φ
年
月

び
拶
ま

口

に

よ

る
瓦

の
上

方

へ
の
移

動

量

を
示

す

と
考

え

ら

れ

る
。

割

れ

た
瓦

が

四
個

あ

っ
た

。

こ
れ

ら

は

い
ず

れ

も

、

瓦

に
衝

撃

を
加

え

た
場

合

の
割

れ

方

と

は

異

な

り

、

瓦

の
表

面

と
平

行

に
剥

が

れ

る

よ

う

な

割

れ

方

を

し

て

い
た

。

土

中

の
水

を

吸

っ
た

瓦

が
、

上

方

か

ら
冷

却

さ

れ

た

と
き

、

さ

ま

ざ

ま

な

条

件

が
重

な

っ
て
、

瓦

の
内

部

に
霜

柱

層

が
成

長

し
、

①
×
ho
ぎ

け
δ
p

と
同

じ

よ

う

な

形

で
割

れ

た

も

の

と
考

え

ら

れ

る

。

実

験

地

の
上

を

人

が

歩

い
た

た

め
、

瓦

が
割

れ

た

と
は

考

え

が

た

い
。

も
℃

そ

の
よ

う

な

原

因

で
割

れ

た

の
な

07

ら

、

瓦

は
薄

片

状

に

は

剥
離

せ
ず

、
普

通

の
割

れ

方

を

示

し

た

は

ず

で

あ

る

。

以
上

、

こ

の

区
劃

の

実
験

で

明

ら

か

に

な

っ
た
事

実

を
要

約

す

れ

ば

、
次

の

と

お

り

で

あ

る

。

ω

8
口
σq
Φ
ぎ
霞

冨

ま

昌

は

、

少

な

く

と

も

地

表

下

一
〇

セ

ン
チ

メ

ー

ト

ル
ま

で

は
行

わ

れ

る

。

@

地

表

下

一
〇

セ

ン
チ

メ
ー

ト

ル

で
は

、

五

×
五

×

一
五

セ

ン

チ

メ
ー

ト

ル

以
上

の
物

質

は
あ

ま

り
動

か

な

い

ら

し

い
。

㈲

し

か

し
、

地

表

下

一
〇

セ

ン
チ

メ

ー

ル

で
も

8

ロ
σq
Φ
鋸

鑓
。
ま

口

は

あ

る
程

度

行

わ

れ

る

。

ω

・

水

平

方

向

の
礫

の
陶

汰

は
、

垂

直

方

向

の

そ
れ

よ

り
も

遅
れ

る

。

②

の
区

劃

。

直

径

約

三
〇

セ

ン
チ

メ

ー

ト

ル

以
内

に
置

い

た

五
個

の

瓦

(
第

一
二

図

)

は

、
全

部

割

れ

て
、

六

〇
個

以

上

の
細

片

と
な

注

一
五

実
際

に
は
瓦

の
下

の
土
の
表
面

に
粗
砂
な

い
し
、
細
礫

が
石

畳
の
よ
う
に
集
積

し
て

い
る
。

瓦
が
持

ち
上
げ
ら
れ
た
と
き

に
周
囲

か

ら
落
ち

て
集

ま

っ
た
も

の
と
、

下
部

の
土

の
中

か
ら
押
し
上
げ
ら
れ

て
き

た
も

の
が
、

上

に
ふ
た
を
す

る
よ
う

な
形

で
瓦

が
乗

っ
て

い
る

の
で
、
そ

れ
よ
り
上

に
移
動
す

る
こ
と
が
で
き
ず
、

こ
こ
に
集
積
し
た
も

の
と
の
二

つ
の
原
因

に
よ
る
も

の
と
考
え

ら
れ

る
。

そ
の
う
ち
、

後
者

の
場

合
に
よ
る
も

の
の
方

が
は
る
か
に
多

い
で
あ
ろ
う
。
≦

ま
o
嶺

も
同
じ

よ
う
な
観
察

を
し
て

い
る
。

〈
臨
げ
o
嶺
"
い
・
(HO
呂
)
↓
冨

⊂
℃
ま
什
o
h
ω
8
器
ω
げ
団
男
囚2
8

0
0
0

0q
鉾

〉
ロ
コ
ニ
ud
F
ω
8

2
「
.ω
一
《

唱

曲ド
2
ー
ド
①
Φ
.
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第10図B地 点での実験

木枠の手前 のやや暗 い正方形 の部分が,瓦 を埋 めた実験区画(1),そ の左

側,地 表 に瓦 が見 え るところが実験区画(2),白 い棒状 の ものは1mの 折尺,

その先 の長方形 の ものは クリノメー ター。木枠 の先方が実験区画(3),(4),⑤一

1958年5月4日

第11図B地 点,実 験 区 画(1)の1964年6月30日 の状 態

sortednetが で きか か って い る。 黒 っぽ く見 え る部 分 が 細 粒 部

・分 。 表 面 に 瓦 の 破 片 は 見 当 らな い 。

11.



り
、

一
辺

約

八
○

セ

ン
チ

メ

ー

ト

ル
の
正

方

形

の
範

囲
内

に
散

ら

ば

っ
て
い

た

(
第

一
二
図

)
。

し

た

が

っ
て
、

六

年

間

の
瓦

の
破

片

の

移

動

量

は

最

大

約

六

〇

セ

ン
チ

メ

ー

ル
と

考

え

ら

れ

る

。

し

か

も

こ
れ

は
最

も

大

き

な

破

片

で
あ

っ
た

。

こ

の
破

片

の
大

き

さ

は

九

×
六

x
O

・
八

セ

ン
チ

メ

ー

ト

ル
。

大
部

分

は

、

大

き

さ

四

x
二

×
○

・
五

セ

ン

チ

メ
!

ト

ル
以

下

で

あ

る

。

割

れ

方

は
、

薄

片

化

す

る

よ

う

な
割

れ
方

が

主

で

、

普

通

の
割

れ

方

は

、

い

っ
た

ん
薄

片

と

な

っ
た
後

に
行

わ
れ

た
も

の

と
考

え

ら

れ

る
。

こ
れ

ら

の

瓦

の
破

片

は
、

大

部

分

が
、

ほ

ぼ

形

の
整

っ
た

ωo
二
巴

器

け

の
粗

粒

部

分

に
集

ま

っ
て

い
た

。

ω

の
結

果

と
比

較

し

て
、

次

の

よ
う

な

こ

と

が

い
え

る
。

ω

地

表

下

約

三

セ

ン
チ

メ

ー

ト

ル
し

か
乱

さ

な

か

っ
た
②

区

劃

の
方

が
、

地

表

下

一
〇

セ

ン

チ

メ
ー

ト

ル
ま

で
掘

り

返

え

し
た

ω

区

劃

よ

り
も

、

構

造

土

の
形

成

が

は

や

い
。

◎

こ

の

こ

と

と
、

破

片

の
移

動

量

か

ら

み

て
、
地

表

面

と
地

表

下

一
〇

セ

ン
チ

メ

ー

ト

ル
で

は

8
昌
αQ
①
年
9
げ
鋤
けδ
口

の
強

さ

に
相

当

の
差

が

あ

る

。

㈲

瓦

の
割

れ

方

か
ら

み

て
、

地

表

面

と
地

表

下

一
〇

セ

ン
チ

メ

ー

ト

ル
で

は
、

数

値

で
表

わ
す

こ

と

は
で

き

な

い

と

は

い

え
、

8

口
σq
①
ま

鑓
a

。
p

の
強

さ

に
非

常

に
大

き

な

差

が
あ

る
。

・
③

、

ω

、

㈲

の
各

区
劃

。

木

枠

が

こ
わ

さ

れ

た

う

え

、
持

ち

去

ら

れ

て
し

ま

っ
た

の

で
、

こ
れ

ら

の
区

劃

は
正

確

な

位

置

が

わ

か

ら

な

27

く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。.
し
か
し
、
霞

目

・巳
陽

と

買

置

更

が
B
地
点
全
体

に
、
部
分
に
よ

っ
て
よ

っ
て
発
達
程
度
に

あ

る
程
度

の
違
い
が
あ
る
と
は
い
え
、
再
び
形
成
さ
れ
て
い
た
。
実
験
区
劃
㈲
、
ω
、
⑤
は
当
然
そ
の
内
に
含
ま
れ
る
か
ら
、
破
壊
さ
れ
た
構
造
土

が
形
を
と
り
も
ど
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
た
だ
し
、
垂
直
方
向
の
再
陶
汰
が
ど
の
程
度
行
わ
れ
た
か
は
、
場
所
不
明
の
た
め

確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。

一

鳳
嵐
山
の
構
造
土
の
成
因
に
つ
い
て

構
造
土
の
成
因
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
多
く
の
仮
説
が
出
さ
れ
て
い
る
。
薯
霜
げ
げ口
置

は
多
く
の
文
献
を
整
理
し
て
大
き
く

=

に
分

(注

一
六
)

類

し

て

い

る

。

こ

れ

を

さ

ら

に

小

さ

く

分

類

す

れ

ば

、

大

変

な

数

に

な

り

、

考

え

ら

れ

る

こ

と

は

す

べ

て

網

羅

さ

れ

て

い

る

。

構

造

の

成

因

は

一

つ

で

は

な

く

、

種

類

や

大

き

さ

が

異

な

る

の

は

、

成

因

が

そ

れ

ぞ

れ

違

う

か

ら

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

て

い

る

。

O
o
二
①

は

氷

河

の

表

面

を

平

ら

に

削

ず

つ

て

、

そ

の

上

に

砂

礫

を

ば

ら

ま

ぎ

、

氷

の

不

等

融

解

に

よ

っ

て

構

造

土

が

で

き

る

こ

と

を

、

実

験

に

よ

っ

て

証

明

注

一
六

≦

9ω
ゲ
ぴ
ロ
『昌
"
〉
.
い
.(H
⑩
♂

)

O
ド
ωロ。
一山
O鋤
臨
O
ロ

O
h
℃
櫛
#
Φ
『口
①ユ

○
噌O
石
切
ユ

釣昌
島

国
Φ乱
9
く

O
h
OO
ロ
OQ
Oq
①ω
8
α

○
同
一Gq
一口
の"
O
O
O
ド

ω
O
ρ

》
ヨ
4

bd
三
一憎

く
o
♂

3

℃
℃
.c。
b。
。。
一

c。
①
①
.



第12図B地 点(2)区画

構造土が でぎている地表面 を約3cmす くい取 って瓦を並 らぺ,瓦 の

表面だ けが地表 にで るよ う,礫 ま じりの土 で周 囲を埋 めた。 折尺の写

真 に写 っている部分長 さは,上 縁で46cm。1958年5月4日

シ

灘欝
第13図 同 地 点 の1964年6月30日 の 状 態

第12図 の5箇 の 瓦 はcoロgelifractlonに よ っ て60箇 以 上 の破 片 とな り,

80cm四 方 の 内 に 散 ば ら っ た。 灰 色 に 見 れ るの は 瓦 の 剥 離 面,黒 く見 え

るの は 瓦 の 本 来 の表 面 。瓦 の 最 初 の 位 置 は,右 上 の破 片 が 最 も多 く集 ま

っ て い る あ た り。左 手 前 の 折 尺 の 先 端 が 乗 っ て い る破 片 が 最 も大 き く,

9×6×0.5㎝ 。
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成

因
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仮
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け
る
地
面
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凍
結
と
融
解
に
つ
い
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の
観
察
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果
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、
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造
土
の
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因
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じ
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地
面

の
凍
結
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っ
て
地
表
面
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収
縮
し
て
割
れ
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そ
こ
に
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落
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で
粗
粒
部
分
の
き

っ
か
け
が
で
き
る
。
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柱
層

に
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粗
粒
部
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柱
層
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部
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り
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融
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造
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え
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あ
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対
流
説
を
否
定
す
る
証
拠
は
数
多
く
え
ら
れ
た
が
、
そ
れ
を
証
明
す
る
材
料
は
何

一
つ
発
見
さ
れ
な
か

っ
た
。

注
二
二

高
橋
基
生

(
一
九
四
〇
)
北
部
東
亜
大
陸
を

一括
せ
る
植
物
生
態
学
的
概
見

(そ
の
五
)
地
理
学
、
第
八
巻
、
第
五
号
、
七
七
三
-
七
八
七
頁
。

結

論

ω
鳳
園
山
の
、
観
音
が
岳
を
経
て
砂
払
い
に
至
る
間
の
、

ハ
イ

マ
ツ

・
ダ
ケ
カ
ン
バ
帯
上
部
に
拡
が
る
稜
線
西
側
直
下
の
禄
地
に
は
、

小
型
の
構
造
土
が
発
達
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
ニ
カ
所
で
観
察
と
簡
単
な
実
験
を
行
な

っ
た
。

②

十

一
月
中
旬
A
地
点
で
行
な

っ
た
地
面
の
凍
結
と
融
解
の
観
察
で
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ω
構
造
土
は
凍
上
に
よ

っ
て
、
粗
粒
部
分
も
細
粒
部
分
も
ほ
ぼ

一
様
に
持
ち
上
が
る
。
@
融
解
が
始
ま
る
と
粗
粒
部
分
と
そ
れ
に
接
す
る
部
分
が
先
に
融
け
て
沈

下
し
、
細
粒
部
分
は
下
部
の
霜
柱
層
に
よ
っ
て
さ
さ
え
ら
れ
、
粗
粒
部
分
よ
り
約

一
セ
ン
チ
メ
i
ト
ル
盛
り
上
が

っ
た
ま
ま
残
る
。
こ
の

間
に
不
安
定
な
礫
は
粗
粒
部
分
に
集
積
す
る
。
㈲
粗
粒
部
分
が
沈
下
し
て
約

一
時
間
後

に
、
細
粒
部
分
も
融
解
が
進
ん
で

沈
下

し
始

じ

め
、
約

一
時
間
か
か
っ
て
沈
下
が
終
了
す
る
。

③
こ
の
よ
う
な
、
日
々
の
凍
結
と
融
解
が
活
発

に
行
な
わ
れ
る
の
は
、
四
月
中
旬
か
ら
六
月
中
旬
か
ら
六
月
上
旬
ま
で
と
、
十
月
中
旬

75

か
ら
十

一
月
下
旬
ま
で
の
間
で
あ
る
。

ω
径
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
礫
の
方
が
、
土
よ
り
も
は
る
か
に
速
く
斜
面
を
下
方
に
移
動
す
る
。

⑤
B
地
点
で
の
実
験
で
は
、
径
約
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
以
下
の
礫
は
、

一
冬
で
最
大
約
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
移
動
し
た
。

㈲
礫
の
垂
直
方
向
の
陶
汰
、

つ
ま
り
地
中

の
霜
柱
層

の
押
し
上
げ
に
よ
る
礫
の
地
表

へ
の
押
し
出
し
の
方
が
、
水
平
方
向
の
陶
汰
よ
り

速
か
に
行
わ
れ
る
。

ω
0
0
口σq窪
窪
告
mま

昌
と

8
コσq①
厳
達
良
9

は
、
地
表
面
付
近
で
最
も
著
じ
る
し
く
、
地
表
下

一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
付
近
か
ら
急
激

に
弱
わ
ま
る
。

⑧

構
造
土
は
、
地
面
の
凍
結

に
と
も
な
う
地
表
の
収
縮

に
よ
る
割
れ
目
の
形
成
と
、
凍
結
と
融
解
の
反
復
に
よ
る
、
凍
上
乏
不
等
沈

下
の
く
り
返
し
、
お
よ
び
そ
れ
に
よ
る
礫
と
土
の
示
差
的
運
動
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
る
。


